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小特集 ： 中国研究の 方法論を問 い 直す一 『制度』をどう捉えるか
一

国民経済 と 「海の 近代 中国」

岡崎　清宜

　1978年 12月， 「改革開放」 政策 に転換 して 以降，中国社会の 構造変容 と中国経 済の 成

長 はま こ とに著しい
。 現代 中国の 経済発展 は ， 歴 史的視点や制度 か らすれ ば， どの よ うに

跡づ ける こ とがで きる の か 。 今回の ワ
ー クシ ョ ッ プは ， 中国独 自の 制度形成の 過程 ， すな

わ ち経路依存性 を掘 りさげて ， 中国研究の 方法論の 問い なお しを 目指そ うとす る もの で あ

る 。 あま りに も大 きす ぎ ， そ して 近す ぎる中国は ， どの よ うに理 解され るべ きか
。

こ の 問

い は ，古来，
一

衣帯水の 隣国， 日本に住む もの に と っ て ， 避 けて通れ ない 切 実なもの で あ

る 。 木越義則氏 は ， 加藤 （2013）に っ い て書評報告 をお こ ない ，村上衛氏 は 自著 に結実 し

た浩瀚な内容 をふ ま え ，
「中国近 代史研 究 と 『制度』」 と題 して報告をお こ な っ た 。 南京国

民政府期 の 金融 と流通，政治 との 結び つ き に関心 を よせ る評 者は ， 近 代 と現 代の は ざま ，

中華民国期 を念頭 におい て ， 村上報告 に コ メ ン トをお こ なっ た 。

　今回 ， 村上 報告の 提 起 した 内容は ，歴史学の 側か らの 現代 中国研究 へ の 応答 ， とい っ て

もよい もの で ，たい へ ん 興味深 い
。 もち ろん ， 村上氏 が清代 後期 の 福建，すなわち 「海 の

近代 中国」 をフ ィ
ール ドに して ， 様々 な主体が 自己 拘束的に 囚われ る

， 規範 ・ル
ール ・常

識 の 生み 出す行動様式 ， すなわち制度の 果た す機 能を一
貫 して あ き らか に しよ うとして き

た こ と と無縁で は な い
。 ア ジア 交易圏論は ，

一
国経済史を克服 す る意義が あ っ た もの の ，

統計利用 の 問題 によ っ て ， 前近代 史 と近 現代史が接続で きて い ない 。 また ， 近年 の 「グ ロ
ー

バ ル ・ヒ ス トリ
ー

亅 は， 「西欧中心 史観 へ の 異議 申し立 て 」 と して は 高い 評価 を与 える こ

とがで きるが， 日本 と中国の 小分岐 を説 明 でき ない 。中国経済史研究 には ，柏祐賢 ・村松

祐次 の 「包 亅 （請負）に 関す る先駆 的研 究が あっ た もの の ，戦前の 中国停滞論に もとつ く

研 究は，戦後，厳 し く批判 され，継承 され て こ な か っ た 。 た だ し ， 戦後 ， 明清史研 究は ，

中国史研究の メ イ ン ス トリーム で あ っ た こ とも手伝い
， 地域 間通貨 と現地 通貨が分断 され

て い る貨幣 シ ス テ ム （黒 田明伸氏 ），原 額主義財政 （岩井茂樹氏）， 専制国家論 （足立 啓 二

氏） など，多 くの 収穫が あ る 。 こ の よ うに先行研 究を概括 した上で
， 西洋近代 と近代 中国

の 邂逅に よ っ て 両者の ちがい が前景化する中国近代史　　　　取 引 ・徴税 の
一
体化の 解体

（岡本隆司氏），
「英語 を話す 中国人 」 の 出現 （本野英

一氏 ）， 法整備の 欠如 を私的なガバ ナ

ン ス で カバ ー
す る客幇ネッ トワ

ーク （古 田和子氏 ）， な ど　　　　の 制度研 究の 意義 をあ

らた めて 強調 して ， 清代 中国にお け る 「仲介」 と 「仲介者」 の 形成す る行動様式 に つ い て

報告 され た 。

　清末の 中国で は
， 零細取引の集束機能 を もつ 牙行 なく して ， 徴税や取締 はで きない 。 し

か しア ヘ ン は禁制品で あ っ た 。 牙 行 はその 機能を果たせ ない
。 官憲の 取締に よ っ て ，

い っ
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そ う零細化 がすすむ 。 零細化は仲介者の 集束機能をます ます必 要 とする もの の
， 仲介者 は

それ ぞれ独立 した存在の た め ， 情報は分断 され ， 多重多層の 分節 ・複殻構造 に なる 。 ア ヘ

ン売買で は，通 常の 商ル ー トの 外側 に分節 ・複殻構造の 取 引ル ー トが次 々 と構築 され て い

く。 ただ し， こ うした零細 さは ，外来制度の 浸透 をゆ る さない 防壁 ともなっ た 。 西 洋近 代

は ， 清朝官僚や客桟な ど ， さま ざま な所で 浸透 を阻まれ たの で ある 。

　 こ の よ うな清末の 秩序や 行動様式が ， 中華民国期 ばか りか ，社会主 義計画経済の 30年

を経た ， 現代 中国の 潜流に あ る こ とに ， 村上 氏は 注意を 呼び か けて い く。 曖昧糢糊 として

つ か み所の ない 制度。「小 さな政府」 の ため ， 中央が地方 に依存せ ざるを えない こ とに よ っ

て ， 地方の 拒否権 とい う形で 現れ る
，
あ る種の 地 方分権制度 。 請負 とい っ て よい 地方財政。

腐敗の 中の 経済成長 。 弱 肉強 食の 自由放任 。 裁定機会を とらえて 参入す る ， 産業構造の 分

節性。在来制度の 強固 さと外来制度の 溶解現象。持続可能性 を考えない
， 資源 浪 費的な成

長 と環境破壊 。 これ らは ， 近代だ けで は な く，木越書評報告 の 加藤 （2013）で も強調 され

るよ うに ， 現代中国に も存在 して い る 。 秩序や行動様 式の 変わ らぬ所は多い 。 とはい え制

度 は ， 紛争 ・理 解 ・解決 を通 して 変容 して い くもの で あ る 。
「絶滅危惧種 」 視 されて い る

中国経済史は ， 現代 中国に あた え る ， 歴 史的な制度に対す る世界的な関心 の 高ま りをチャ

ン ス にか えるべ きで は ない か。む ろん ， 明清 と現代 中国 とを無媒介に結び つ ける こ とは乱

暴 で ある。 中国経済史の 研究は ， 制度の 生成 ・持続 ・変容 を長期的な視野か ら明 らか にす

る と ともに ， 他の 地 域 との 比 較を さ らにすすめて ，関心 を共有 しなけれ ばな らない 。村上

報告は ，最後， こ の よ うに 結ばれ る。

　中国の 近現代史に おい て も， 長期的な制度の 生成 ・持続 ・変容を他地 城 との 比較 を意識

しなが ら解明すべ きで あ る　　　　この 村上 氏の 呼び か けに は ，経済史 とい う日常性 の構

造 を探求する もの の
一

人 と して ， お おい に頷 か された 。 長期 にわた り潜運黙移す る もの を

つ か みだ し歴史の 文脈 に位置づ けなおす際 ， それ が歴 史的 ， 経済的 ， 社会的 に どの よ うな

制 約 下 にお かれ ， な に を課題 と して い た の か 。 ひ とっ ひ とつ ，史実 を ときほ ぐし，それ ら

を具体的に あきらか に して い くこ とは ， 重要で あ りなが らも ， 骨 の おれ る作業で ある 。 こ

れ らをや りとげ つ っ
， あ らた な課題 を提 起 し よ うとす る村上報告に は 感銘す ら うけた。 中

国近代史 と現代中国 に通 底 してい る もの は ， 言 語 の 違い や国境な ど ， さま ざまな障害を飛

び こ え動 きまわ り， 不確実性の 中で も ， た えず独 自に秩 序や制 度を創出
・
変容 させ て い こ

うとする，エ ネル ギ ッ シ ュ さとい っ て よい。 「G2」 「中国夢」 をか か げて高度成長 に驀進す

る中国が ， 東 ア ジア の 国際秩序に も大 きな地殻変動 をひ きお こ して い る 中で ，本報告 にお

ける 中国研 究の 方法論 再 検討 の 試み は ， たい へ ん示 唆に 富む 。 こ の よ うな意義を あ らた め

て 確認 した上 で ，国民経済の 形成過程に 関心 を持つ もの の 1人 として ，
い くつ か の 論 点 を

考えて み たい
。

　まず ， 現代中国研 究で も中国近 代史で も強調 され ， 同時に ， 中国の 独 自性 をあ らわす も

の の 1 つ に なっ て い る 「仲介」 は ， 中国の ダイナ ミズ ム をす くい とる概念 と して ， どこ ま

で 適切で あるの か に関 し て
， で ある 。

「仲介」 は誰 と誰を結び つ けて い るの か 。 ど こ まで

を 「仲介」 とい っ て い い の か 。ま た ，
「仲介」 と中 国の ダイナ ミズ ム を結 び つ け るこ とは
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適切 なの か。 これ らの 論点 は ， や や曖昧に され て い る よ うに感 じられ る。た とえば ， 本報

告 で とりあげ られ た ，分節や複殻構造 を特色 とす る，広東貿易の 「仲介」 構造を例 とした

い 。 岡本 （1999）な どの 先行研究で も，公 行や洋貨舗 （行）は， 自己勘定，あるい は公 行

な どに委 託 して 荷物 を手 に入 れた こ とが記 され て い る 。 そ の た め ， 商品代金 を回収 で きず

に ， 損害を被 っ て 没 落す る こ とがあ っ た 。 む ろん ， イ ギ リス の ア ヘ ン を扱 っ た もの た ちは ，

犯罪行為で ある以上 ，口 銭 （手数料） を稼い だ輩で は あるまい 。または，古田 （2000）に

えが かれ る客幇た ち。 清末 の ダイ ナ ミズ ム の 担 い 手 た ちは ，
い ずれ も ， リス クや不確実性

に と り囲まれ なが らも ， それ を 引き と っ て ， 利益 にか え よ うとす る ， 冒険主義的な決断 を

した もの たちで は ない か 。

　移 民 と移民先 に介在 して ，
口 銭 をか せ い だ客桟 。

「ア ニ マ ル ・ス ピ リッ ト」 （ケイ ン ズ）

をもち， リス クや不確実性 を取 っ て 決断す る，個人や企業，その 他 （移民 客幇，犯罪集

団）。 リス ク を取 らない もの と取 る もの を，お な じ 中間過程 として 「仲介者」 の カテ ゴ リ
ー

に入 れ る こ とは ， はた して 適 切 で あ ろ うか 。 た しか に ，
「仲介」 の カバ ーす る範囲を流通

全般 ，あるい は それ以上 にまで 拡大 させ れ ば，躍動の ほ とん どは 「仲介」 「仲介者」 の 領

域に 含ませ る こ とが で きる 。 た だ し，江戸期の 幕藩体制 と近代 中国の ダイ ナ ミズ ム の ちが

い は ，
「仲介」 「仲介者」 を拡大 しす ぎて は ， あま り鮮 明 な像 を結ぶ まい 。逆に，「仲介」 「仲

介者 」 を人 口 に膾炙 したイ メ
ージ の よ うに狭 い 範囲に とれ ば　　　　た とえば

， 入 と入の

間に介在 し， 囗 利 きで稼 ぐもの た ちとすれ ば　 　　 　 「仲介」 は ダイナ ミズ ム を生む原因

とい うよ りも，ともすれ ば ，正 常な発展 を阻害する 要因に され かね まい
。 た しか に ， 本 ワ

ー

クシ ョ ッ プで も提起 され た よ うに ， 仲介などの 制度と経済発展 を結び つ ける視角は ，
こ れ

まで あま りに もとぼ しか っ た 。 とは い え ，
「仲介」行為に 対 して の あま り良 くない イ メ

ー ジ ，

で きれ ば無い 方が よい もの
， とい っ た漠然 と した感覚は ， はた して どこ まで払 拭でき るで

あ ろ うか 。 そ もそ も， こ の よ うな感覚こ そ ，イ ン セ ン テ ィ ブ を引 きだす シ ス テ ム で もある

「包」
へ の 戦前の 研究 を生 かせ ぬ まま ， 戦後 ，

「中国停滞論」 の 1 つ として 亡却され るこ と

を許 した り， 南京国民政府 に よ る農村合 作社建設 な ど，
「仲介 亅 機 能の 政策的排除が 目指

され た りした遠因で はなか っ たか 。 「仲介」とは なに か。 どこ まで が 「仲介」か 。そ して 「仲

介」 は，中国の ダイナ ミズ ム を と りだす こ とに適 した概念 な の か。 そ もそ も，「仲介」 そ

れ 自体， ダイ ナ ミズ ム の 産 出物 ， すな わ ち ， 結果 にす ぎない の で は ない か
。 他地域との 制

度比 較をすすめ るた め に も，「仲介」 その もの の 定義を詰め て い く必 要性 が感 じ られ た 。

　次 に ， 外来 の 制度浸透 をゆる さなか っ た点 で は共通 しな が ら， 歩ん だ道を異 にす る ， 日

中近代史の 小 さな分岐を どの よ うに考え るの か
， とい う比 較史的な論点で ある 。

こ こ で想

起 されるの は ， 石 井 （2005）の 目本経済史の 見解 で ある 。 近年 ， 精力的に 強調 されて い る

こ とは，外来の 制度浸透 を防 ぐこ とが で きた の は ，欧米列 強か らの 国内通 商権 の 圧 力 を断

り続 けた明治新政府に よる 「権力的対応 」に よる もの
， とい うよ りも ，

「商人 的対応」に あ っ

た， とす る考 え方で ある。江戸時代，上方商人は 分厚 い 資本蓄積 に成功 して い た 。 そ の た

め ， 幕末 開港 以 降， 外 国輸入 品 を現金 で 引 き とる こ とが可能 にな り， 商人 の 買 弁化 が 防が

れ た 。 近 江商人 は ， 製茶 売 込商か ら預か っ た売上代金を茶 の 産地 山城 に手形送金をお こな
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うだ けで な く ， 売上代金 と 自己資本 を用 い て ，上方 に洋糸反物 を送る引取商の 為替手形 の

購入 をお こ な っ て い た 。 その た め ， 引取商は何度で も取引を繰 りか えす こ とがで きた ， と

い う。引取商に 逆為替取組 を許す大胆 な信用供与をお こ なえた の は ， 商品 が売れ な くて も，

手 形期限が くれ ば必ず手形代金 を払え る ， 反物引取商な どに代表 され る ， 商人資本の 蓄積

に ほかな らない
。 日中の 商人資本の 蓄積 の ちがい は，村上報告で明清史研 究の 成果 とされ

た ， 足 立 （1998）で も強調 されて い る。 江戸時代 の 商人資本の 蓄積 こ そ ， 外国商社の 金融

支配 を防い だ近代 日本 。

一
方 ， 零細性 が外来の 制度浸透 を防い だ とされ る ， 近代 中国 。 資

本蓄積 と零細性。ま っ た くの 対極 にあ りなが ら ，
い ずれ も ， 外来 の 制 度浸透を容易に ゆる

さない 防壁 の 効果が あ っ た ， とい うこ とにな る 。 ま っ た く真逆で あ りなが ら外 国資本に関

す る同
一

の 防遏効果は ， 資本蓄積 ， もしくは零細性 として ， あくまで 「商人 的対応」 の 枠

内で 解釈す べ きか 。それ と も ， 植 民 地化 され なか っ た とい う政治的な要因　　 　 近代 日

本の 場合は 「商人 的対応」 だ けで 良 い の か も しれ ない が ， 近 代中国の 場合 ， 清末 〜 民国期

にお け る 「権力的 対応 」　　　 の重要性 をあ らた めて 確認す るべ きなの か。

　さらに，筆者 の 関心に もちか い
， 産業革命をに なっ た主体 と産 業金 融の 事例 か らもア プ

ロ
ー

チ してみ たい
。 近代中国にお け る零細 さや分節構造 は ， ゲ リラ携帯電話産業な ど，現

代 中国に もあて はま っ て い る こ とが村上報告で も示 唆 され る 。 ただ し， 製造業者の 零細性

自体はなに も中国に 限 っ た話で はない 。 日本の 産業革命が 問屋 な どの 前近 代的流通や商社

に支え られ た こ とは ，もはや周知 の 事実 とい っ て よい 。それ ばか りか
， 楊枝 （2004）に よ

れば ，イ ギ リス の 産業革命で も， さして 工 業資本 の 零 細性 に違 い は なか っ た よ うだ。製造

業者は ， その 零細性か ら，た だ ちに手形を入手す るた め に問屋 に製品 を発 送 して 委託 荷に

せ ざるをえなか っ た 。
マ

ーケ テ ィ ン グの 面で も製造業者 は 問屋 に 依存 して い た。製造業者

は
， 委託荷引受問屋 に為替手 形を振 り出 し ， 手形 引受を させ て 手 形を入手 ，そ の 手形 を取

引銀行 に割 引 して もらい 運 転資金 を捻出 した の で あ る 。 手形 の 期限は 1年 の もの もあ っ た

とい う。 為替手形 とは ， 手形 法史の 通説が語る よ うな，売主が 買主に対 して振 出 して 引受

させ て
， 買主の 支払を現金で は なく手形にする こ とで ，買主側 の 流通 時間 を止 揚する信用

手 段 ， な どで は ま っ た くない 。 む ろん ，大塚 史学が説 い た よ うな ， 産 業資本に よ る前期的

資本を従属 させ るシ ン ボル
， な どで は あ りえな い

。 為替手形 は
，

そ もそ も， 委託 荷の 代金

取立 手形 と して 誕 生 した もの で あ っ た。イ ギ リス の 製造 業者 は ， 産業革命期 どこ ろ か ， 19

世 紀の 中ほ どにい た るまで ，マ
ーケ テ ィ ン グや金 融 にお い て ，

一
貫 して 商人 資本 に対 して ，

従属す る地位 ， 劣位にお かれ てい た ， とい う。

　 こ の よ うにみ て く る と ， 日本 とイ ギ リス の 産 業革命 に は ， 製造業者の 零細性 と商人 主導

の 工 業化，商人資本の 蓄積， とい っ た共通 の 特徴があ っ た こ とが浮 かび あ が る 。 ま た，中

国近代史と現代中国の 資本零細性 も ， 日英両 国 の 工 業化初期段 階 と通底す る現象で あ っ て ，

と りた て て 中国 固有の 現 象 とも思 えない
。 イ ギ リス 産業革命期に お ける マ

ー
ケテ ィ ン グや

金融面で の 商人資本の 役割 を現代 中国で 代替 して い るの は ，ひ ょ っ とすれ ば外資 にあた る

の か もしれ ない
。 もし

，
こ の よ うな把握が可能で あ る とする な らば ， 清末 か ら中華民国期

の 中国の 工 業化 は， どの よ うに位置づ けて い くこ とが で きるで あ ろ うか 。 零細性 と分節構
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造 ゆえに失敗 した の か ，それ とも成功 したの か 。たとえ，か りに 成功 して い た として も ，
「分

節」 化 を克服 す る もの は， あっ たの か ，なか っ たの か 。 もし も ， あ っ た とすれ ば ， 銭荘 ・

銀行 などの 金融機関にみる べ きか 。 零細性は合股 に よ っ て どこま で 克服出来た か 。 製造業

者 と商人 資本 は どん な関係 か 。 在華紡や外 国 商社 などの 外資や ， 城 山 （2011）で の べ られ

て い るよ うに租 界の 機能 に着目す べ きな の か 。 や は り， 北京政府や南京国 民政府の 「権力

的対応」 がポ イン トに なるの か 。む しろ ，古田 （2000）で い われ て い るよ うに ， 公 的で は

ない
， 私的なガ バ ナ ン ス に 着目す べ きなの か 。 それ とも ， な にか別の もの に帰因 させ るべ

きな の か 。
こ の よ うな論点 は ， ほか の ア ジ ア諸 国 の 工 業化の 制度比較 を考 えて い く上で も，

避 けて通れ ない 論点だとお もわれ る。

　最後 に ， 中国近代史 と現代中国に は さまれる形に なる ， 南京国民政府期や毛沢東時代の

人民 中国は，制度形成 の 歴史 とい う視 点か らすれ ば ， どの よ うに評価 され る べ きなの か ，

と コ メ ン トさせ て い ただ い た 。
こ れが ， 手垢にまみれ た ， あま りに も大まか な質問で ある

こ とに関 して ， あ らため て 報告者にお詫 びす べ きか も しれ ない 。 こ こ で は ，伝 統 と現代の

類似性 と して報告内で も指摘 されて い る，地方財政 を例 に あげた。南京国民政府期にお こ

なわれ た 「国 地劃分」　　　　 関税 ・統税 ・塩税 などを国税， 田賦な どを省税 に振 りわ け

た 　 　 　 の 実施 は ， どの よ うな位置づ け をあた え るべ きなの か 。 四川 省で は ， 1935年 2

月 の 四川 中央化の 後 も ， 剿共戦 がお こ なわれた た め，国税 と省税 は
一

緒に管理 （「国省聯

合金庫」 制度） されて い た 。 そ の た め ， 他で は あま り類の ない 諍い が お きて い る 。 国税 分

は完璧 に徴収 され 余剰金 がで るほ どだが ， 省税分は きちん と徴収で きない 。 四川省政府は

重慶金融界か ら さか んに短期借入 をく りか えす 。 国民政府 中央は
，

その たび ご とに認可 ・

保 証 す る役 回 りを させ られ ， 巻 き こまれ て しま う。 四 川側 は ， あ らゆる機会 を利用 して ，

中央 に ツ ケ を回そ うとす る 。 た とえば ， 1935年 9A の 四川 幣制 改革で は，省負担分 をサ

ボ タージ ュ した まま ， 蒋介石 の 決断 に よ る ， 改革断行 に もちこむ こ とに 成功 した 。 四川 軍

閥の 紙幣濫発負担 は 結局人民 に転嫁 され たの で あ る。 また 四川 政府は ， 重慶金融界に 対 し

て発 行 した ， 省政府の 借用証 や公 債の た ぐい を，なん とか 法幣の 発券準備や儲 蓄準備 に潜

りこ ませ るべ く， さか ん に働 きか けた。 これ らは ，現代 中国の 中央
一 地方関係や 「融合一

委任」 関係 とはやや異な っ て い て も，拒否権 と同 系列 の事 態 とい えな く もない
。 た だ ，

こ

うした話が ， 国 と省で 金 庫を共有 した 四川以外で あま り聞 かない の は ， 委任は ともか くと

して も， 「国地劃分」 に よ っ て ， 少 な く とも財政請負関係 に関 し て は解消 して い た こ とを

か い まみ せ て い る の で は なか ろ うか 。 む ろん ，南京 国民政府期 に も ， 抗 日戦 争期 の 田賦 移

管な どに 見 られ る ， ゆ りもど し現象が ない わけで はない
。 南京 国民政府の 手 に よる

一連 の

近 代化 へ の 取組　　　　む ろん 毛沢東時代 も含まれ る　　　　 は ，
「G2」 に向けて 躍進す

る現代か ら振 りか えれ ば， どの よ うに評価 され るべ き もの なの か 。 あくまで ， 在来 と外来

の せ めぎあい なか で ， 伝統 と現代 を つ なぐ過 渡期と して ， 連続性の 枠内で 最後まで 捉 え る

べ き もの か 。 そ れ と も ， 社会主義初級段階 に あり，「歴 史の 終わ り」 を視 野に入れ な けれ

ばな らぬ はず の 現代 中国か らすれ ば，顧み る価値の な い
， ま っ た くの 無 駄 な試 みで あ っ た

の か 。 あ る い は ， 可能性 の 中絶と して ， 考え るべ きもの なの か 。
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　こ の よ うな論点 ・コ メ ン トは，む ろん筆者 も含 めて 提起す べ きもの で あ っ て
， 本来 ，

コ

メ ン トす べ き筋合で はな い の も含 まれて い る 。 ご海容い ただ ければ，幸い で ある 。 中国の

近 現代史にお け る 「制 度」 の 探求 は ， ま だまだ端 緒 につ い たば か りで あ り，深 めて い か な

ければな らない 部分 が少な くない
。 中国研 究の 方法論 にお け る ， 貴重 な ヒ ン トと して ，活

か して い きたい 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（おか ざき　き よ の ぶ ・愛知県立大学非常勤講師）

文献一覧

足立啓二 （1998年）『専制国家史論一中国史か ら世界史 へ 』， 柏書房

石 井寛治 （2005年）『近代 日本流通史』，東京堂出版

岡本隆司 （1999年）『近代中国 と海 関』，名古屋 大学出版会

加藤弘 之 （2013年 ）『曖昧な制度と して の 中国型 資本主義』，NTT 出版

城山智子 （2011 年）『大恐慌下 の 中国一市場 ・国家 ・世界経済 一』，名古屋大学出版会

古田和子 （2000年）『上海ネ ッ トワ
ー

クと近代東 ア ジ ア 』，東京大学出版会

楊枝嗣朗 （2004年）『近代初期イギ リス金融革命一為替…手形 ・多角的決済シ ス テ ム ・商人 資本一
』，

　　　ミネル ヴァ 書房

　 　 　 　 　 　 113

N 工工
一Electronlc 　Llbrary 　


